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令和２年度水産白書の作成方針・スケジュールについて 

 

１．令和２年度水産白書の位置づけ 

  ・水産基本法第 10 条に基づき、政府は毎年閣議決定の上、国会に提出。 

 ・内容は、以下の３部構成。 

   ①令和２年度 水産の動向 

   ②令和２年度に講じた水産施策 

   ③令和３年度に講じようとする水産施策 

 

２．作成方針 

（１）「水産の動向」について 

【基本的な考え方】 

 水産白書は、国民に対して水産をめぐる動向について情報提供する重要なツール

であり各年の最新の動きを適切に反映させることとし、次を基本とする。 

①「分かりやすく」を旨とし、写真・図表、用語解説を多く用いるとともに、簡潔

で平易な記述とする。 

②水産施策上重要な特定のテーマについて掘り下げた分析を行う「特集」を設ける。 

③我が国漁業を巡る一般的な情勢を分析する一般動向編（第１章～第６章）を設け

る。 

④水産に関する最新の動きについては、本文のコラム等で記述する。 

⑤新型コロナ感染症に関する記述の扱いについては、今後の状況を踏まえて検討す

る。 

 

【構成】 

  ①特集 

 我が国の水産業が将来に渡って国民への水産物の安定供給の役割を果たしてい

くためには、水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化を両立させ、漁業者の

所得向上と年齢のバランスのとれた漁業就業構造を確立することが必要不可欠で

ある。このうち、水産業の成長産業化のためには、生産、流通、加工、販売に至

るまで、マーケットインの発想に基づく取組を推進していくことが極めて重要で

ある。 

  このため、今回の白書では、「マーケットインの発想で水産業の成長産業化を目

指す（仮）」をテーマとし、水産物マーケットの需要をめぐる状況を整理し、販売・

加工・流通・生産の各段階におけるマーケットインの発想に基づく取組の分析と

事例紹介を行うとともに、今後の取組の方向性について分析をすることとしたい。
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（別紙１は構成案、別紙２は過去の特集テーマ）。 

 

  ②一般動向編（令和元年度以降の我が国水産の動向） 

  資料としての継続性の確保の観点から、令和元年度水産白書の内容を基本とし

つつ事項を精査し、令和２年度の漁業をめぐる状況に応じたものとする。 

  また、令和元年度白書において特集で扱った内容の一部は、一般動向編の中に

戻す。特集と重複すると考えられる事項や、令和元年度に突発的に発生したため

令和元年度水産白書に記載した事項は見直すこととする。 

具体的な構成案は以下の通り。 

第１章 水産資源及び漁場環境をめぐる動き 

第２章 我が国の水産業をめぐる動き 

第３章 水産業をめぐる国際情勢 

第４章 水産物の需給・消費をめぐる動き 

第５章 安全で活力ある漁村づくり 

第６章 東日本大震災からの復興 

   

（２）「水産施策」について 

 「令和２年度に講じた水産施策」及び「令和３年度に講じようとする水産施策」

については、水産基本計画（平成 29 年４月策定）の項目に沿って予算、金融、税

制等の内容を具体的に整理する。 

 

３．審議等のスケジュール 

 例年同様、翌年の５月中下旬の閣議決定を目指して作業を進めることとする。な

お、可能な限り「食料・農業・農村白書」、「森林・林業白書」及び「食育白書」と

並行して作業を進めることとする。 

 

 「水産の動向」 「水産施策」 

２年９月 10 日 特集テーマ、作成方針、作成ス

ケジュールの審議 

 

  12 月上旬 骨子案の審議  

３年２月中旬 一次案の審議 骨子案の審議 

  ４月上旬 二次案の審議 水産施策(案)の諮問・審議 

  ５月中旬 閣議決定・国会提出・公表 

 

  



第１節 水産物マーケットの需要を巡る状況

マーケットインの取組を考える上で重要な、国内外における
需要の変化や流通構造の変化等について記述。

第２節 販売・加工・流通・生産におけるマーケット
インの取組

マーケットインの発想に基づく、価値増大・価値創出に資す

る取組や効率的提供に資する取組について分析し、それぞれ
の取組事例を記述。

第３節 マーケットインの発想での取組の推進に
向けて

水産政策の改革や養殖業成長産業化戦略等も踏まえた、
マーケットインの発想に基づく取組の方向性について記述。

「特集」の構成案

（別紙１）

マーケットインの発想で水産業の
成長産業化を目指す

テーマ
（分野）

構成案
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（別紙２） 

 
これまでの水産白書の特集テーマ 

                                         
 
【令和元年度】平成期の我が国水産業を振り返る 

 平成期における我が国水産業の変遷について振り返るとともに、令和の時代にお
いて、我が国の水産業が持続的に発展し、期待される機能を一層発揮していくため
には何が必要であるかについて考察。 
 
【平成３０年度】水産業に関する人材育成 ～人材育成を通じた水産業の発展に向

けて～ 

 水産系の高等学校や大学等の取組や地域への連携・貢献等について分析するとと
もに、若手漁業者等の育成の取組を紹介しつつ、今後の人材育成の方向性について
考察。 
                                         
【２９年度】水産業に関する技術の発展とその利用 ～科学と現場をつなぐ～ 

 人工衛星等による観測技術や情報通信技術（ICT）の活用と、今後の方向性につ
いて掘り下げて考察。 
 
【２８年度】世界とつながる我が国の漁業 ～国際的な水産資源の持続的利用を考

える～ 

 世界の漁業の状況、国際情勢の変化、国際資源管理の枠組みと動向について分析
し、責任ある漁業国として持続的利用を確保するための方向性を考察。 
 
【２７年度】活力ある漁村の創造と漁業経営 

 漁村の置かれた状況や漁業を取り巻く状況の中長期的な変化について分析し、漁
業振興とそれを通じた漁村の活性化について、各地の取組事例を紹介しつつ、その
課題と方向性を記述。 
 
【２６年度】我が国周辺水域の漁業資源の持続的な利用 

 我が国周辺水域の漁業資源・漁場環境・漁業生産の推移と現状、我が国及び各国
の資源管理の現状と課題等について分析し、漁船漁業の持続的発展における重要課
題について提言。 
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【２５年度】養殖業の持続的発展 

 養殖業の意義・歴史・現状、養殖現場における経営・技術面での課題、販売面で
の取組と消費者の評価等について分析し、養殖業の持続的発展における重要課題に
ついて提言。 
 
【２４年度】海のめぐみを食卓に ～魚食の復権～ 

 水産資源を国民の食料として持続的に利用することの意義、水産物消費の現状や
消費者のニーズ、関係者の様々な取組について記述。また、魚食普及・食育活動の
重要性及び消費者ニーズに対応する生産・流通の重要性について提言。 
 
【２３年度】東日本大震災 ～復興に向けた取組の中に見いだす我が国水産業の将

来～ 

 東日本大震災が水産業にもたらした被害の状況、復旧・復興に向けた政府及び自
治体の対応、原発事故の影響と対応等について記述。被災地における復旧・復興の
取組の実例を多く紹介。 
 
【２２年度】私たちの水産資源 ～持続的な漁業・食料供給を考える～  

 平成 23 年度から「資源管理・漁業所得補償対策」がスタートしたこと等を踏ま
え、資源管理の意義や我が国の資源管理制度の仕組み等を紹介。今後、水産資源の
持続的利用を図っていく上での課題について記述。 
 
【２１年度】これからの漁業・漁村に求められるもの  

 人口減少・高齢化の進行等様々な問題に直面している我が国の漁業・漁村につい
て、その役割や位置づけを歴史的に振り返った上で、６次産業化の展開方向など将
来の在り方について記述。 
 
【２０年度】新たな取組で守る水産物の安定供給（特集１）  

 我が国の水産業の体質強化を図り、将来にわたり国民に対し水産物を安定的に供
給していく上で注目すべき最近の事例を取り上げながら、今後の方向について整理。 
  子どもを通じて見える日本の食卓～子どもをはぐくむ魚食の未来～(特集２) 

 魚離れが進む中、将来の魚食を担う子どもに焦点を当て、子どもをはぐくむ魚食
を再構築していくために必要な課題を整理。 
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【１９年度】伝えよう魚食文化、見つめ直そう豊かな海   

 我が国固有の魚食文化とそれを支えてきた海をめぐり生じている情勢の変化を
分析。魚食文化を後世に伝え豊かな海の再生を図るために実施されている具体的な
活動の例や、国民がそれぞれの役割と能力に応じて取り組むべき課題を記述。 
 
【１８年度】我が国の魚食文化を守るために 

 我が国では若年層を中心に「魚離れ」が進行。他方、世界的には水産物に対する
需要が高まり「買い負け」も発生。こうした水産物の消費･供給をめぐる昨今の情勢
を分析･紹介し、我が国の魚食文化を守るために取り組むべき課題を記述。 
 
【１７年度】消費者ニーズに応える産地の挑戦 

 水産物の消費・流通と消費者の購買行動や意識の変化について分析するとともに、
消費・流通の環境が変化する中で、水産業の発展を図るために取り組むべき産地の
販売力強化のキーポイントについて分析。 
 
【１６年度】近年の漁業経営をとりまく環境の変化と課題（特集１） 

 近年、厳しさを増している漁業経営の状況について解説し、影響要因として魚介
類の消費動向や流通経路の変化について分析した上で、生産者がどのようなことに
取り組んでいるかを記述。 
  漁村の現状と水産業・漁村の多面的機能（特集２） 

 水産業・漁村の多面的機能について具体的に記述。 
 
【１５年度】世界の水産物需給と我が国の水産物消費の変化をめぐって 

 我が国水産物市場が海外と結びつきを深めている中で、WTO、FTA 等の国際交
渉が活発になっていることから、世界の水産物需給の動向と我が国の水産物消費の
変化と貿易等について記述。 
 
【１４年度】水産物の安全・安心を求めて 

 水産物の安全・安心の確保の重要性、安全性確保のための枠組み、消費者への積
極的な情報提供のあり方等について記述。 
 
【１３年度】水産資源の現状とその持続的利用に向けた課題 

 我が国周辺の水産資源の現状、水産資源の減少の要因、水産資源の持続的利用に
向けた課題等について記述。 
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